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【足立区地域自立支援協議会はたらく部会】会議概要 

会 議 名 令和元年度 第４回 【足立区地域自立支援協議会はたらく部会】 

事 務 局   福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和元年１１月２１日（木） 

開 催 時 間 午後３時００分 ～ 午後５時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター 研修室２ 

出 席 者 
橋本部会長、酒井委員、金泉委員、岡本委員、山口委員、松村委員、木村委

員、朝倉委員、杉岡委員、髙橋委員、江連委員 

欠 席 者 
川俣委員 

会 議 次 第 
１ 開  会 

障がい福祉センター所長挨拶 

２ 議  事 

（１）部会長挨拶 

（２）協議 

・「好事例」、「サロン等」の共有内容をもとに、「地域の特色を活かした

取り組み提案」の具体化を検討する。 

＊資料 余暇資源の可視化情報→マッピングに向けて 

・本会議報告に向けた検討、協議。来年度の自立支援協議会に向けての意見

交換。 

３ 事務連絡 

（１）今後の予定について  

本会議 令和２年２月３日（月） 

※ 時 間 ：午後１時３０分～３時３０分 場所：障がい福祉センター 

（２）その他 

資 料 

資料１ 次第 

資料２ 席次 

資料３ ２０１９年度足立区地域自立支援協議会はたらく部会 

資料４ わたしたちの考える「障がい者雇用促進」 

資料５ 東京都における就労支援のあり方について報告書 

資料６ こども食堂（ちらし） 

資料７ ライフイベントと活用社会資源 

資料８ マッピング作業に向けて イベント情報 

資料９ 就労パスポート 

資料８ ハローワークの利用方法 

そ の 他 
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（協議経過） 

〇橋本部会長 では、進めさせていただき

ます。資料が全部で１０部、一つ一つ確認

しながら進めてまいります。 

〇今回で４回目、今年度終了となります。

２月の本会議にむけて総括できたらと思い

ます。 

「好事例」「サロン等」の共有内容をも

とに、「地域の特色を生かした取り組みの

提案」の具体化を検討する、ということ

で、資料２、余暇資料の可視化状況をご覧

になりながら意見交換できたらと思いま

す。 

まずは、はたらく部会のこれまでを少し

振り返ります。第１回目、７月２３日に行

いました。よい働き方について、それぞれ

の立場から意見をいただきました。よい働

き方、よい企業、支援者のよい支援の３つ

について、意見交換しまとめています。こ

のときに、企業支援の制度や改正された雇

用促進法の情報共有もしています。 

次に、９月２日に第２回目を実施しまし

た。余暇やサロンなどについて検討しまし

た。長く働き続けるために生活の質の向上

に必要な資源を、事前アンケートで実践事

例をあげていただきました。会議の中の意

見では、いろいろな余暇資源がありなが

ら、あまり知られていないことが確認でき

ました。これらの情報をいかに一元化し、

拡散していくか、マッピングすると良いの

ではないかとの意見がありました。 

続いて、第３回目を１０月８日に行いま

した。１回目のまとめの追加として障がい

の理解促進と、企業側の障がい者雇用の動

向もかなり変わってきているとのことでし

た。就労パスポートなど情報提供の仕方、

職種もＩＴやＡＩなど、支援者が新たな情

報や技術にいかについていくかなどが課題

になりました。また、企業、勤労者の表彰

制度についても検討しました。企業、就労

者のどちらを表彰するのか、などの話があ

りました。 

 後程、資料を確認しながら、さらに、こ

ういった情報や余暇がある、といったお話

ができたらと思います。二つ目の資料、こ

れはあしすとで取組んでいる。たまり場に

おいての参加者意見です。 

〇事務局 はたらく仲間の会という名称

で、知的障がいの方を中心に月１回集まる

場を作っています。そこに参加している方

からいただいた意見です。 

〇橋本部会長 当事者が、障がい者雇用促

進について、どのように感じているかリア

ルな声をまとめたものです。今、その方が

行っている率直な意見や仕事内容について

多く表明されています。仕事をしてどのよ

うに役立っているか、というところでは

色々な意見があります。共通キーワードと

して、人の役に立つ、社会に役に立つ、な

どかと思います。仕事のやりがい、働きが

い、一緒にはたらいている方のやさしさ、

休み時間の過ごし方、人のため、自分のた

め、みんなが喜んでくれていることなどが

働きがいにつながっていると思いました。

仕事場から見える景色を感じながら仕事し

ている方もいると思いました。 

次に、私の会社自慢として、私の会社の

中には、ホテルがある、〇〇さんと一緒に

仕事ができる、ずっと働きたい。など書い

てあります。うちの事業所でも、過酷な職

場があるのですが、人がやりたがらない仕

事を行うことで人の役に立つと感じる利用

者さんが多く、働く意欲も高く、働くこと

の根本を実感しながら働かれていると感じ

ました。 

 ３ページ。働く上での工夫や必要なサポ
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ートは何かなど、会社側の配慮についての

質問です。作業的な配慮、わかりやすい指

示、ちょっとしたお手伝いなどが共通項目

かと思います。より障がい者が働きやす

く、職場で活躍するためには、バリアフリ

ーや仕事の工夫もありました。また、挨拶

に力をいれる企業さんも多いようです。会

社全体で挨拶に取り組んでいると働きやす

さにつながると感じました。 

企業の表彰・評価項目については、合理

的配慮、ライフワークバランス、バリアフ

リー、自分の職場を表彰して欲しいなどが

あがっています。就労者への表彰として

は、勤続年数、人が嫌がる仕事をしてい

る、自分を表彰して欲しい、などがありま

す。 

また、モチベーションを上げるイベント

としては、激励会、お食事会、写真撮影な

どがあがっていました。ちなみに、葛飾区

でも激励会を行っていて、会の見学をする

ことも可能と聞いています。こうした意見

をふまえ、振り返りながら、意見をいただ

きたいと思います。 

〇木村委員 就職する段階とその先に就労

継続していくためには、モチベーションの

維持はとても重要だと実感している。自分

が認められること、給料が上がることも認

められることだが、会社やお客様から必要

とされていることが一番嬉しいと感じる方

が多い。それをどういう仕組みで作ってあ

げられるか、どのようにモチベーションを

維持するか、我々も、会社さん、本人にも

何が必要か検討できたらと思います。 

〇金泉委員 一般就労している息子は今、

スーパーで働いています。よく来るおばあ

ちゃんと会話するのが楽しみと言っていま

す。息子が「今日はこんなこと聞かれた、

これはどうやって作るのお母さん教えて」

等と聞かれることが楽しみなようです。下

の子は、福祉的就労で、今は清掃の仕事を

行っています。そこで働いている職員さん

などから声をかけてもらうことが嬉しいよ

うです。 

〇杉岡委員 学校を卒業した後、学校に来

る方は、仕事がうまくいかなくなった方が

多い。仕事に対するモチベーションを維持

している卒業生は、来ないところがありま

す。ただ、就職した後も、自分が新しいこ

とが出来る経験は、就職後もあると良いと

思います。また、自分が成長できている実

感がある、自分の実力を発揮できる、新し

いことが学べることがあると良いと思いま

す。そうでないケースも多数抱えています

ので、うまくいっている方はこんな感じか

なと思います。 

〇朝倉委員 今日、この３月に卒業した方

に会った。この方は現在、証券会社で働い

て勤務条件はよい。ただ、ここのところ大

きな悩みとして、仕事が無いときは本当に

無い。何度か会社とも話をしていて、私が

話をすると一時的には良くなるが、しばら

くすると、仕事がなかなかまわってこなく

なる。状況把握の意味で、本人に業務状況

をメールで連絡してもらって、会社にも継

続して話をしているが、なかなか改善が図

られない。 

そこで今日は、本人にも思い切って、有

給休暇を取って他の会社を見学に行こうと

働きかけ、会社見学に行ってきました。こ

ういう所もあることを知ってもらって、一

週間考えてみるよう伝えたところです。

（現在の就労先は）、知的障がい者の就労

先としては、こんな良い条件のところもな

かなかない。今は月給制で雇用されている

が、今日見学したところは時給制であった

りもするので、彼がどういう結論出すかわ
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からない。現在の就労先には、もちろん実

習とかもやってきました。他の部署で働く

障がい者もいて、その都度、学校は紹介し

てきた経過がある。 

しかし、残念だが、障がい者雇用をする

うえで、現場が障がい者雇用に対して、持

てあましている。どう日常業務を切り出し

ていくのかが課題となっている。ちょうど

そんなケースに関わりました。その方が、

経済的な安定をとるのか、仕事に対するや

りがいを考えるのか。どういう判断するか

注目したい。今後、保護者とも話をしたい

と思っています。 

〇橋本部会長 ご本人のモチベーションが

低下している。 

〇朝倉委員 正直、かわいそう、飼い殺し

状態。最初の実習などでは、あらかじめ業

務を準備していたが、日常業務ではルーテ

ィン化できなかった様子がある。忙しい時

は仕事がある。 

〇橋本部会長 ご質問とか。 

〇木村委員 会社も仕事も大きく変わって

いく中で、定型化された仕事が長く続くの

か、今後の障がい者雇用では、そこを考え

ていかなくてはいけないと思います。朝倉

先生がされた違うところを見せることは良

いと思いました。自分の価値観がどこにあ

るのか、生きがいはどこにあるのか、人そ

れぞれで、この世界だけではないことを見

せ、視野を広げたことは良いことだと感じ

ました。 

〇朝倉委員 本来は在学中に実習で見せて

きたつもりで、その上で選んだことだが、

見せる世界に限界があった。 

〇橋本部会長 良い企業では社内のキャリ

アップもあると思います。会社の仕組みや

今までの意見、企業内のモチベーションの

維持や、本人の仕事でのやりがいなどにつ

いて、他にご意見いかがでしょうか。 

〇髙橋委員 （保護雇用の事業担当とし

て）作業員や援助者と多くコミュニ―ショ

ンを取ることを大切にしています。事務局

職員が携帯をもち、２４時間体制で作業員

さんが連絡できるようにしています。ま

た、拠点の援助者に任せるだけでなく、事

務局員が適宜現場に出向き、必要があれば

ヒアリングもその場で行うようにしていま

す。 

〇橋本部会長 相談体制などがキーワード

ですかね。 

〇髙橋委員 はい。 

〇松村委員 先日（利用者さんが就職し

た）会社の方から呼ばれました。その会社

はしっかりしていて、元々、月２回面接を

行っています。ここのところ、メンタル面

での問題が増えているので、こちら側から

も月１回面接を行ってくれないかとの相談

でした。 

会社の中では、〇〇会社の◇◇さん、に

なっていく。どこかで、仕事の愚痴などを

安全に吐き出せる所が大事かと感じていま

す。そこをうまくバランスをとることが、

障がいの方は苦手な方が多いかと思いま

す。主張などを強く出しすぎてしまうなど

もあるが、コミュニケーションが会社の中

でしっかりと出来れば、我慢せずに済むこ

とも増えてくる。安全にガス抜きすること

が出来る場は必要と思いました。 

障がい者雇用をうまく推進する会社で

は、他の健常の方と同じように人事考課な

どを行うところもある。それを、いいな、

と思う方もいれば、負担に感じる方もい

る。“業務の切り出し”という言葉のニュ

アンスに引っかかる方もいる。自分達の為

にわざわざプラスの仕事を作っている、ど

うでもいい仕事をさせられている、と感じ
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る人もいる。その方の働くモチベーション

は、会社の中での人と人との間で育まれ

る。その部分を会社が察してくれるとわり

と上手くいっていると思います。後で聞く

と言いたいことが言えていない、など。こ

の辺のバランスを取れることが必要と感じ

ています。 

〇橋本部会長 普段、業務の切り出し、職

務構築、とか職域開発など普通に使ってい

ますよね。 

 企業になぜ障がい者雇用が進まないのか

理由をアンケート調査すると、仕事がない

が１位だが、言葉一つも共通化していくこ

とが重要かと思いました。 

〇岡本委員 モチベーション、難しいです

ね。現在、施設長という立場で利用者と直

接関わる機会は少ないが、相談を受けてい

る中で、一つは、Ａ型事業所に就職できそ

うな状況になっている人がいる。この方は

過去にも就労に失敗しており、今回は受け

入れる企業側は前向き、本人も就職した

い。ただ、我々の見立てはやめたほうがい

い、という状況である。この何か月間、そ

ういう状況になっている利用者が今いる。 

本人の自己認知的にいえば、出来ること

と、現状との間にギャップがある。こちら

からいろいろ言っても、なかなか伝わらず

認知できないことなどもある。受け入れる

会社側は、非常に丁寧で、親身になって受

け入れたい思いがあるが、こちらからは、

それでも失敗するのではないかという懸念

がある。そこまでいうなら、双方同意で良

いのではないかと感じる。おそらく受け入

れる方も（障がい者受入れの）経験値が低

い。本人の気持ちはあるがコミュニケーシ

ョン面でのトラブルなどをどうするかな

ど、どうしましょう、みたいなところもあ

る。 

また、施設経営の面から、職員をみたと

きに、発達障害が疑われる職員がいる。そ

の方が、７年から８年と経験し、中堅にな

ってくると、周囲とのギャップが生じてく

る。自分が出来ること、出来ないこと。自

己認知があって、整理できてくればいい

が、そこがうまくいかず段々とトラブルが

拡大する。まわりも、問題等があるとみて

しまう。本人の自己肯定感も下がり、辞め

て次にいこうという気持ちになっていく。

受け入れるための配慮なども、できればよ

いが、なかなかそこを作って行くのも難し

い。職場でみると確実にこうした方がい

て、どう職場定着させていくかなどの課題

がこちら側にあるなと。福祉の仕事の中か

ら切り出しといっても難しいと思った。毎

年、悩む事例が出ており、どこもこういう

ことを抱えているのではないでしょうか。 

〇橋本部会長 最初の話は意思決定支援だ

と思います。二つ目はモチベーション維持

の話の中で、障がいの有無に関わらず、生

じる課題かと思います。 

 障がい者雇用をうまくやっている会社の

話を聞くと、職員の適性に添った配置など

苦労されていたりする。働くところでの本

質ではある。障がいの有無に関わらず疑問

に思うことなどもあるかと。 

〇酒井委員 支援者の立場で、仕事の切り

出しの時、自分自身でも憂慮している部分

として、障がいの当事者の方に様々な切り

出しや、創出などを提案している。今、私

の法人でも障がい当事者を直接雇用してい

ます。身体障がいの方を多く受け入れてい

て、利用者介助の補助業務などの提案をし

ています。その中で、一つの事業所単位で

は業務ボリュームがあるわけではないので

複数の事業の業務に関わるなどで対応して

います。 
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従事している方からは、障がいのある方

に関わり、やりがい、モチベーションが高

く、役に立っているといってくれている。

雇用者側からすると、勤務する部署がまた

がっている、仕事が多岐にわたる、といっ

た業務になり、その方の所属感や、仲間意

識が芽生えず、浮いてしまっている感じが

見えている。本来、同じ所属であれば、仲

間意識が芽生える。中小企業では、多岐な

仕事を分担するところで難しさを感じてい

ます。 

〇橋本部会長 意見ご質問は。 

 社内のコミュニケーションを課題とする

企業は多い。特に、事業所が点在している

企業が多い中で、こういう職域開発や対応

をして、効果を出しているなどあります

か。 

 ある会社では、障がいの方に社内報を作

ってもらう役割をしてもらった。本人も、

最初はあまり重要な仕事であることを意識

せず、それが役に立っているかわからなか

った。その方が社内で様々な職員と関わる

うちに、社内のコミュニ―ションがスムー

ズになり、会社全体のコミュニケーション

も高まり、今では社内報づくりが重要な仕

事になったという事例を聞いたことがあり

ます。 

〇 杉岡委員 社内報といえば、学生と一

緒に企業さんに行くと、社内報に載せても

らえることがあって、掲載された本人も喜

んでくれることがあります。今年は、２件

くらいありました。 

〇事務局 先日、ＩＣＴツールでの意思表

出などの話を聞いた。今は、ＨＰやＳＮＳ

もツールで作成するのが簡単になってお

り、自社ＨＰや社内報作りで、意欲創出さ

れた事例を聞いている。就労移行事業で

も、会社のＨＰ作成や社内報づくりを行っ

ている事業所が増えていると聞いている。 

〇山口委員 ＧＨのサビ管の立場として、

男性で４度の区分２の利用者の事例を紹介

したいと思います。 

以前、物流会社に勤めていたが、上司か

らの叱責や、トラブルがあり、今は航空会

社に転職した。この会社では、“グッドサ

ービス賞”というのを設けている。その会

社では、社員が良いことや良い仕事したと

き、上司が見出して、朝のミーティングで

紹介する仕組みになっている。この方は、

この航空会社でアメニティグッズの整理

や、毛布、機内用のヘッドホン、パンフな

どの整理などを行っているが、この方が気

付いたことが、ヘッドホン入っているビニ

ール袋の中に説明書が入っていないものが

ある。他の社員も見落としがちなところ

で、この方がよく見つけていた。それをみ

んなの前で、いい仕事したと発表してもら

った。その方も照れくさい様子であった

が、仕事に対するモチベーションも上が

り、良い取り組みだと感じました。 

また、上司も障がいに対する理解があっ

て、個人で知的障がいのセミナーに参加さ

れたり、わからないことがあれば、ＧＨの

職員に連絡してきたりするなど、利用者さ

んを知ろうとする姿勢に、とてもありがた

いと思っています。先日は少人数ですが、

上司の方も含めて食事会も初めて開催して

くれて、本人もとても喜んでいました。仕

事だけの関係から、より一歩深まったと感

じました。 

一方、その方も、課題があって、上司の

注意に従わない。挨拶をしない。うその報

告をする。などの課題があります。確認し

てみると、本人も何を注意されているかわ

かっていない点があった。そこで、きちん

と整理をしようと、会社との約束事などを
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確認する資料を作り、ＧＨの玄関入り口に

張り出し、その確認事項を毎朝見てから出

社するようにした。すると、勤務先から、

最近は「すみません」、という言葉が出る

ようになったと報告があった。伝えたいこ

とを可視化することで、上司との関係性も

改善し、利用者さんの心も開くことがで

き、仕事に対するモチベーションを高める

意味でも大切だと思いました。 

〇橋本部会長 その人の適性や、強みを生

かした話がありました。前回の部会の話題

にあった、その人の特性を理解し、興味関

心を持ってもらう、その中で食事はやはり

大きなキーワードだったかと思います。 

〇山口委員 この方も外食でステーキを食

べて、喜んで食べていました。 

〇橋本部会長 モチベーションの維持、仕

事の切り出しというところが、長く働くた

めの大きな視点かと思います。 

他の資料で、東京都の就労支援の在り方

報告書があります。これを読まれた方あり

ますか。感想等あれば。 

〇岡本委員 報道で知り、事務局より実際

の報告書を入手し目を通したところです。 

〇橋本部会長 障がい者の幅広い受け入れ

やソーシャルファームの推進などがまとま

っています。多様な働き方やテレワークの

推進など、これからの多様な働き方に対

し、私たちが、いかについていけるかも課

題かと思います。お時間のある時にご覧く

ださい。 

〇木村委員 本日、２種類の資料を配布さ

せていただきました。 

一つは、システムの話でちょっとずれま

すが、今もハローワークでは求人票を自由

にご覧いただけますが、インターネットで

も見ることができます。ただ、インターネ

ットでは会社名が公開されていないなど異

なる点がありました。これが来年１月よ

り、同じ内容をインターネットでも公開す

ることになります。また、求人票の情報量

も増えます。特に障がいのある方用の求人

に関しては、会社が工夫している点、合理

的配慮などの項目を任意で書き出せるよう

になりました。 

もうひとつ、求職者マイページに登録し

ていただくと、登録されたＩＤを使って、

ご自身で開設していただく必要があるが、

検索条件を保存するなど、個人向けにカス

タマイズできるようになります。求職活動

がスムーズになります。また、求人を公開

している会社で、かつ、求人マイページを

開設している会社に限りますが、メッセー

ジ機能によって紹介した会社と直接やり取

りできるようにもなります。 

システムが変わっても、これまでにハロ

ーワークで求職登録された方が何かしなく

てはいけないという訳でなく、今までどお

り、ハローワークの求職カードでサービス

を受けることができます。ただ、これから

登録する方は、求職の申込が、自宅のＰＣ

などから仮申込が出来るようになります。

本登録はハローワークで行いますが、事前

に必要事項をゆっくりと自宅などで入力し

ていただき、その内容をハローワークです

ぐに本登録することで、ハローワークでの

登録時間もかからず、相談時間などがとれ

るようになります。  

もうひとつ就労パスポートの案内をさせ

てください。現在、特に精神、発達の方の

就労定着の部分は、まだまだ課題が多い。

一口に精神、発達といっても特性等は様々

です。まずは、自分自身を理解してもらう

こと、それから会社にも、その方の情報を

理解してもらうこと、加えて、支援機関を

利用する際に同じ情報を共有・理解するこ
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と、この３点を目的にして作成しました。

情報は本人が管理し、作成については支援

機関と話しながら作成することを想定して

います。 

支援機関などで作成した後に、ハローワ

ークにお持ちになる、会社に実習に行き、

会社の理解の一つに持参する、就職面接に

持参し、会社の方にも障がい者雇用の理解

を促す、といった使い方を想定していま

す。その後、定着支援をする中でも、そも

そも、一緒に働く方、人事担当だけでな

く、同僚などにも（ご本人のことを）理解

できるよう作成しています。ある意味、カ

スタマイズされているところもあるが、自

由記述欄も設けていますので、入りきらな

いところは、この欄を使って書いていただ

けるようにもしています。こちらも１月か

ら本格的に、支援機関や企業にご案内して

いこうと思っています。ハローワークでも

記入についてのセミナーを実施予定で、こ

ちらも後日ご案内したいと思っています。 

 厚労省ホームページでも支援機関向けの

ガイドラインなども掲載しています。ただ

し、この就労パスポートは、企業には応募

資料の一つとして考えないようしていただ

くよう周知したい。 

〇橋本部会長 就労支援の際は、対象者の

情報をどこまで出すのかを悩みながらやっ

てきたかと思う。こうしたものができたの

は画期的で、新しい取組みかと思います。 

内容もモチベーションの確保や職務適正

に繋がる。本人の特性を理解することにも

繋がる。口頭で情報提供していたことが活

字になって示されるのでわかりやすいと思

います。残り５０分ちょっとになりまし

た。 

 配布資料の、子ども食堂のチラシとセミ

ナーのチラシは後ほどご参照でよろしいで

しょうか。 

〇事務局 既に開催済みの案内チラシです

が、余暇活動や人材掘り起こしの案として

参考資料を配布しました。 

〇橋本部会長 配布資料の中で、表になっ

ている資料は、こちらは、こども部会から

の資料と伺っています。 

 昨年度、切れ目のない支援ということ

で、各世代で縦横の連携などを網羅したも

のかと思います。こちらも参考にご覧くだ

さい。 

〇事務局 こども部会の江黒委員が作成し

たものです。こども部会では、どうしても

成人期のサービスがわからないという意見

があることと、ご家族向けに障がい者のし

おりを可視化して自分や子どもの年代にあ

わせて何かできないか、と試みたもの。ご

意見等あれば事務局にお寄せいただきた

い。 

〇橋本部会長 今の時点で気づいた点等あ

りますか？ありましたらご連絡お願いしま

す。 

 残りの時間で、余暇支援のマッピング作

業したものがホチキス止め資料です。追加

資料で余暇活動の一覧表になります。 

 （資料説明・読み上げ） 

余暇支援を行う上でのマッピング作業をど

うすすめていくか、ご意見をいただきた

い。作業に向けて、イベント情報は、あし

すと雇用支援室内の情報を掲載したもの。

定期開催しているもの。グループやサーク

ル活動について委員のアンケートやインタ

ーネット情報から作成したもの。をまとめ

たものになります。 

作業の経過で見えたことは、情報と人を

結び付けるにはコーディネーターの育成が

必要。本人の興味はピンポイントになり、

いかに情報をキャッチし、細かなマッチン
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グ、その人にあった、興味がある、などど

れだけ情報を集約できるかがポイントにな

るだろう。それをコーディネートする役割

を育成する必要がある。２つ目が、情報の

集約、カテゴリー分けをどうするか。３つ

目の情報の取り上げ方をどうするか。それ

ぞれの余暇活動の場で、申込が集中してし

まう可能性もあり、どこまで情報を拡げる

のか情報掲載のハードルがある。４つ目の

管理運営の方法は、口コミの情報等は、更

新されてしまうことがあるので、どのよう

に掲載するかご意見をいただきたい。 

次のページから一覧表になっています。

１番から１９番、追加になった２０番から

２５番が、区内でのイベント情報になりま

す。２つ目のマッピング資料２が、定期開

催されているもので、１番から２８番にな

ります。２９番から３４番は情報を取りま

とめるような媒体になっています。 

 こういった資源、活動がある中で、皆さ

んで参加された方がいるとか、ここに結び

つけたいなどあればと思いますが、いかが

でしょうか。 

〇金泉委員 うちは、下の子はスポーツセ

ンターで水泳をやっています。また、谷在

家福祉作業所で開催している、とんがりぼ

うしの祭りなどにもいっしょに出かけてき

ました。 

〇橋本部会長 様々な情報をどこから得て

いますか。 

〇金泉委員 親の会を通して情報をもらっ

たり、施設の方からいただいています。 

〇事務局 親の会の会報には、年間スケジ

ュールで各施設のお祭り等のイベントは一

覧で記載されています。そのあたりで他の

親御さんたちも把握されていると思いま

す。 

〇橋本部会長 たくさんの情報をどのよう

に繋いでいくのか、というのが会で検討し

ていくことかと思っていますが。 

〇杉岡委員 学校には、ものすごい数の郵

便物が届いて、仕分けをしていて感じるこ

とは、校内に周知しようにも、今の世の中

は、人の情報の取り方は、情報を欲しい人

は自分から取りに行く。そうではない方に

はどうするか。お金はかかるがＳＮＳの広

告から、受動的に情報をとりにいく方法に

変わってきている。その一歩を踏み出せな

い方が課題を抱えているので、その一歩を

どうするか。悩みどころです。一回繋がれ

ば。フェイスブックなどの仕組みを利用し

て、やりやすくなるのではないかと思いま

す。区で行う場合には、いろいろ条例など

の壁があるのではないかと思いますが。民

間の団体等がＨＵＢの役割となって活動し

ていただけると有難いと思います。 

〇橋本部会長 他いかがですか。 

〇松村委員 今の情報の取り方、インター

ネットなどで情報を取っていると、ＡＩを

利用して、興味関心があると思われるもの

を示してくるようになっている。見ていけ

ば見ていくほど、同じようなものが出てき

て、見る方も馴染んできたりする。一歩踏

み出すのではなく、一歩入っていくのが今

の情報提供かとも思う。 

株式会社の就労移行支援のホームページ

では、何度も同じ所が出て来て、結局そこ

を選んだりする。興味関心があることは、

自分から積極的に率先してやる。イベント

も（自分に）合うのがパッと見てわかるの

か、などの不安が最初はあるが、そういっ

たものが組み合わされて行くと、能動的で

ない方も入っていけて、ふれあいに繋がる

のではないかと思います。 

〇江連委員 今、足立区ではオランダとの

パラリンピックの連携事業をしていて、オ
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ランダのパラリンピアンなどを招いて講演

など行っている。 

日本の学齢期の放課後活動は、学校の部

活が中心だが、オランダやヨーロッパで

は、地域の中のクラブチームを中心にコミ

ュニティを作っていく。それを会費で市民

が支える仕組みになっている。障がい者が

参加出来るスポーツもスポーツサービスポ

イントといわれる窓口で紹介や案内できる

場所がたくさんある。 

先日、区の職員が視察したハーグ市は人

口規模５０万人位だが、スポーツ活動して

いるクラブチームは２００、中継地点が３

０位あると聞いている。就職すると同時に

余暇活動やスポーツもコーディネートす

る、居場所をつくる、そういった入り口が

わかりやすい、共生社会として動いている

ところがある。 

 ただ、江戸川がそういうポイントを７か

所に作ったが、場所ありきで作り、なかな

かうまくいっていないとも聞く。作るだけ

でなくて、それを動かす仕組みを考えない

とうまくいかない。今、足立区でも６つの

グループに分けた各地域で、まず一歩目を

入ってみる。ポイントを作っていく取り組

みが徐々に進めていけると良いと考えてい

ます。 

〇事務局 オランダでは、２００位のスポ

ーツ団体がある。そのうち、半数のスポー

ツ団体で障がい者の受入れがある。東京都

でも障スポナビのサイトなどで、大会の告

知をしている。足立区の情報は、２カ所が

掲載されている。おそらく、もっと地域の

情報は、たくさんあると思うが、そのサイ

トに登録されている情報はまだまだ少な

い。 

〇酒井委員 今のオランダプロジェクトの

話では、区から案内の連絡があり、法人と

しても職員を参加させているが、案内状だ

け届いても、その中身がよくわからない。

そのあたりの仕組みがわからず、周知の仕

方に希薄すぎるところがある。何をやるの

か、など問い合わせないとわからない。そ

のあたりを事前に示していただけると助か

ります。 

〇橋本部会長 他いかがでしょうか。支援

されている方が、働くこと、余暇活動、な

かなか結び付かない悩み、結びついたこと

で、働くことに対しても効果があった事例

などがあったら紹介いただきたい。 

〇朝倉委員 残念ながらない。例えば、趣

味の方でそこに入っていけば、フェイスブ

ックとかツイッターとか、自分の興味があ

ることを調べようとしたら、そのホームペ

ージに入っていくと、条件に応じた情報が

得られる。オーケストラや演劇等のいろい

ろな分野ではあると聞いている。そういう

ものがあり、私自身はツイッターとかは聞

いただけでダメだが、そこに入っていく

と、誰でもそのホームページに入っていく

だけで求めている情報が得られるシステム

があれば良いと思う。 

ただ、誰が作るかは課題だが。例えば、

足立区スポーツで検索するとズラッと情報

が出てくる、などがあればと思うが、お手

軽に情報を取れるようにする必要がある。

そういうものがあれば情報を得るハードル

は下がる、ハードルを下げないと私なんか

も敬遠してしまうと思う。 

〇橋本部会長 カテゴリーを集約したよう

なプラットホームのイメージですかね。 

〇朝倉委員 そうですね。そこに行けば、

こちらが参加したい行事や情報が得られる

というものができるといいですね。情報を

持っている方も、そこに情報を持っていけ

ば課題を解決できるようになっているとい
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いですね。 

〇橋本部会長 情報のアクセビリティ、ア

クセスのしやすさという切り口、情報の

質、それをどうやって受信するか等、スト

ーリーがあると入りやすい。どういうスト

ーリーを発信するのか、なども気づきまし

た。 

岡本委員の施設では、ダーツイベントの

経緯などあると聞きますが。 

〇岡本委員 何年か前に先代の施設長が始

めた。１回目が４～５年前、去年が２回

目、今度の日曜日に３回目を行います。う

ちの利用者も何人か出場しています。外部

が実施するダーツ選手権ということで、ボ

ランティアの方や、ダーツ協会の方もかか

わっています。  

〇橋本部会長 好きそうな方が多そうなイ

メージですね 

〇岡本委員 実際に体験をやったりしては

いる。 

〇事務局 東京都障スポナビのサイトに入

っていただけると、大会を観る、体験する

などで検索できる仕組みになっているよう

です。 

〇橋本部会長 トランポリンの様子はいか

がでしょうか。 

〇酒井委員 サークル活動があり、参加し

ている方もいる。（利用されている方は）

就労系の方よりも生活介護を利用している

方が参加していることが多いと感じてい

る。 

〇橋本部会長 参加の目的としては、どの

ような方が多いのでしょうか。 

〇酒井委員 運動や感覚的なものを学ぶと

いう目的、機能回復的要素もあるかと思い

ます。そういうところまで入れこんでいく

と範疇もかなり広がっているかと。 

〇橋本部会長 普段、生活支援をしていて

余暇活動に関する取り組みがあれば。 

〇山口委員 余暇については、個人個人で

行っている現状です。スペシャルオリンピ

ックスの卓球などに参加している方も数名

いる。職員が提案するなどで、グループホ

ームにいる方に紹介している。基本的に

は、個人個人で行っている。やはり、余暇

活動の一覧表みたいな提案は必要かと思っ

ています。 

土日の間、グループホームの中にずっと

いる方への対応については課題となってい

る。こうした一覧表があると、どこの自治

体でもあるといい。あとインターネットの

媒体も必要になってくるだろう。利用者さ

んよりも、我々のような支援者がそこにす

ぐに辿り着けるようにするのが近道かと思

います。 

〇杉岡委員 支援者ネットワークを作る

際、誰でも入れるようにしておくと、コア

コミュニティが作りやすいと思うが、そう

いうところにアクセスできない人もいる。

できない人への担保も用意しておかないと

いけないと思う。そういうコミュニティに

入っていけない人への支援が難しい。学校

卒業後、親が亡くなり孤立してしまうなど

の例もあるので、コミュニティに繋がりの

ない方をどう支援するかが課題になってく

るかと。 

おそらく、支援者の中でも繋がりが少な

くて、支援者同士の繋がりが不足し、情報

を得られず困っている人もいる。そういう

ネットワークを作ることが必要なのではな

いか。やっぱり人のつながりが大事。 

〇橋本部会長 コミュニティづくりで社協

さんではどんなことを。 

〇髙橋委員 そうですね、障がいに特化し

たものは入り込めてないかと。ボランティ

アセンターに登録する方はいるが、実際に
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マッチングする際、受け入れ側の理解もあ

り、一度参加することはあっても、継続参

加が課題と聞いております。 

〇橋本部会長 プラットフォームを作って

みたいという方はいませんか。 

 結局、誰がやるかでしょうかね。 

〇オブザーバー 衛生部精神保健係長 プ

ラットフォームをどのレベルまで求める

か、ということもある。地域の余暇活動の

アプリを作るのか、今、地域でやっている

活動を繋げるような、最低限レベルを作る

のか、それによっても違う。 

〇橋本部会長 今日話しているイメージに

近い情報プラットフォームは？ 

〇江連委員 介護保険の地域包括ケアの仕

組みでは、高齢サービスや余暇についてサ

イトを作ってやっているところがある。大

阪の茨木市の福祉ナビというサイトでは、

障がい者、高齢者といくつかの分野に分か

れて掲載されている。茨木市では、障がい

のサービスのみ掲載していた。同じ会社が

作ったサイトでは、都内の高齢者の居場所

まで情報提供している自治体もあった。障

がい分野でも良い部分ミックスしていける

とよい。 

 生活支援拠点の項目の一つにも情報提供

があり、サービスや余暇活動の情報提供も

載せていける、いろいろな分野にまたがっ

たツールになると支援者、利用者もうまく

合致できる仕組みができるのではないか。

あとは、どう情報を集約するかなどは課

題。 

〇橋本部会長 情報プラットフォームの予

算化の可能性はあるか 

〇江連委員 足立区にも高齢者の医療介護

情報提供システムはあるが、今後、同じよ

うなものをつくっていく動きはあるかもし

れないと。データホームページ、ＳＮＳと

いう大きなツールになっていく、試行錯誤

しながら作って行く必要があるかとは思

う。 

〇橋本部会長 他にアイデア、こんな方法

があるとか、は。 

〇酒井委員 本人のニーズがどこにあるの

か、探っていき、そこから掘り起こしてい

くべきかと思います。支援者側から情報提

供するのが速いとは思いますが、支援機関

の特性や地域でも情報は変わってくるの

で。そこから探っていかないと。 

〇橋本部会長 情報が入りやすい施設に所

属しているＢ型 、就労移行支援、生活介護

などの事業所が仮に拠点になるとして、そ

こで委託を受けて、情報発信のプラットフ

ォーム作りをテレワーク的にやるとしたら

いかがでしょうか。 

〇松村委員 はたらくとか、社会人とし

て、というのは自分から勉強しなくてはな

らないと思います。 

 余暇は、別のものとして捉えてしまう。

働いている時間より長い。そういったとこ

ろも充実させていくことも能力。その能力

を育むことが大事で、学校の時から繋がっ

ていくところを含めたプログラムがあると

いいと思います。 

〇橋本部会長 残り１０分くらいとなり、

まとめで、本会議で報告する内容として、

これまでの３回の会議内容とともに、今日

の話、働き続けるためにモチベーションの

維持、仕事の確保・適性、余暇活動の情報

の質、アクセスビリティ、能動的でなく受

動的にも情報を受けやすくする工夫など、

必要性は確認したが、どこが担うのかが、

今後の課題かなと思います。 

 そのような形で報告したいと思います。 

 当初、部会で視察の実施も議題にあがっ

たが今のところなく、もしそういった情報
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もあればと思います。 

 では事務局にお返しします。 

〇事務局 もう一つ委員の皆さんにご意見

をいただきたいこととして、今年度２年任

期の２年目で、来年度の自立支援協議会に

むけて、部会の構成などはいかがでしょう

か。当事者や企業さんの関わり方やテーマ

はどんなものが、などご意見を伺いたいと

思います。 

〇橋本部会長 ２年間関わられてどうです

か。 

〇山口委員 企業の方も実際は入ってもら

ってもいいと思いました。 

〇木村委員 わたくしも同じです。働く、

どこを対象にするかによる、切り口、就職

ということを考えるなら企業さんが入ると

いいと思います。 

〇金泉委員 企業の方に多く関心をもって

もらえるといいですね。 

〇杉岡委員 当事者の方、聴覚の方、視覚

障がいの方なども入ってもらっても良いか

と。 

〇朝倉委員 毎回でなくていいので、当事

者のコーナーなどもあっていい。障がい別

で行うなど。 

 障がい者雇用している企業の中には、有

給を取らずこうした場に出してくれるとこ

ろもあると聞くので。 

〇髙橋委員 同じ意見です。 

〇松村委員 ＩＴの話、ＩＴ関係の仕事な

ど、提案してもらえるようなところ。これ

からの時代を考えるとおもしろいかと。 

〇岡本委員 テーマによって、当事者から

の提案、議論にマッチするような。そうい

うのがあると話が深まるかと思います。 

〇酒井委員 テーマの一つして、就労Ａ、

Ｂの方も働く仲間として入れていかない

と。報酬体系も変わっていたり、はたらき

方、事業所としての働き方も変わらざるを

得ない状況がある。事業所の当事者も入っ

ていただくことも良いかと思います。 

〇山口委員 親の立場に近いグループホー

ムの世話人さんなども。世話人さんもこう

いう情報はわからないところで支援してい

ると思うので、こういう場で聞けるといい

と思いました。 

〇橋本部会長 社会保険労務士など、違う

視点からの議論も良いかと思います。 

〇事務局 ありがとうございます。 

〇事務局 回数とかは、今年は４回、今年

同様４回位までですかね。 

 委員了承。 

このあたり踏まえ、来年度考えていきま

す。 

〇江連委員 一年間ありがとうございまし

た。今回で任期終了となり、皆様には多様

な分野から意見をいただきました。いただ

いた意見を事務局含め検討してまいりま

す。本当にありがとうございました。 


